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　１月８日、「自らの地域は自らで守る」という精神のも
と士気高揚を目的に消防出初式が開催されました。
　今年は雨天のためパレードや操法、梯子隊演技などは中
止となり、式典と規律訓練の披露のみ実施されました。
　消防団活動に功績があった団員・家族等に対する表彰の
受章者を紹介します。（敬称略、受章時の階級）

伊 佐 市平成 29 年
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２
０
１
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語



ISA City Public Relations  2017.02.01　　4

♪
問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

応募資格
①伊佐市内に在住または通勤している人
② 18 歳以上（高校生は除く）
③健康で防災やボランティア活動に興味のある人

　女性消防団員を随時募集して
います !
　自分たちが住んでいる地域の
ために何かしたいと思う人は、
ぜひ一緒に活動しましょう。

・・・・主な活動内容・・・・
＊防火訪問（月３回）
　地域ごとに、一人暮らしの
　高齢者世帯を訪問。
＊消防出初式、春秋の火災予
　防週間の広報活動、防火パ
　レードへの参加。

５月に霧島市で開催される「女性消防
操法大会姶良伊佐支部予選」に出場す
るため、消防本部の指導のもと練習に
励んでいます。

平成 26 年 10 月発足

20 代～ 50 代と幅広い年齢層、
職種もさまざまなメンバーで

仲良く活動中です !
団員12人
1 月現在

　県では、猫の愛護推進に取り組んでいます。
２月は猫の繁殖行動が始まる時期です。子猫が
産まれてから困ることの無いようにしましょう。
不幸な子猫がいなくなるように、ご協力をお願
いします。
①猫は室内で飼いましょう。
②猫の不妊・去勢をしましょう。
③猫に所有者明示をしましょう。
④保健所で猫の引き取りは安易にはできません。
⑤猫を捨てることは犯罪です。
　外猫にエサを与えている人は飼い主として見
なされます。ご近所に迷惑をかけないようにき
ちんと飼いましょう。

猫の適正飼養推進月間

問　大口保健所　☎㉓５１０６

　飼い犬が迷子（行方不明）になった場合、保健
所で保護されている可能性があります。
①すぐに保健所に連絡をしましょう。　
　（平日８時 30 分～ 17 時 15 分）
②ご近所で保護されていないか確認をしましょう。
③日にちが経過していても「鹿児島県動物愛護ホ
　ームページ」（http://dogcat.pref.kagoshima.jp）
　に保護された犬の写真が掲載されている場合が
　あります。迷子犬猫情報を確認しましょう。
　首輪に、犬鑑札・注射済票・迷子札などを表示
しましょう。保健所が保護する前に飼い主を確認
できた場合、ご連絡できることがあります。

犬がいなくなった場合のお願い

　伊佐市
女性消防団 募

集

操
法
大
会

に
出
場
し
ま
す
！

私たちと一緒に

活動しませんか ?
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無料託児サービス　（予約制）
対象：生後６か月以上　定員：20 人
　託児を希望する人は、２月 28 日（火）までに電話・
メールで①保護者名②電話番号③託児する幼児の名
前④幼児の年齢⑤幼児の性別をお知らせください。

予約申込・お問い合わせ先
文化スポーツ課文化係 　☎㉖１５７８

• 大口ふれあいセンター
• 伊佐市文化会館
• 伊佐市役所大口庁舎（正面入口　総合案内）
• 伊佐市役所菱刈庁舎（地域総務課窓口）
• 菱刈図書館
• 菱刈環境改善センター
• いさのおんがくたい実行委員

チケット取扱

入場料 〔全席自由〕   
〇一般　　1,000 円　　〇高校生以下　 700 円
〇親子券　1,500 円（一般 1 人と高校生以下１人まで）
※当日券はそれぞれ 200 円増。
※未就学児は無料。赤ちゃんから入場できます。

会　場　伊佐市文化会館大ホール

日　時　３月 4 日（土）
14 時開演

（13 時 30 分開場）

出　演：小城遥香さん
　　　　下野由貴さん（ハープ）
ゲスト：久野真理香さん（ソプラノ）
※伊佐市内の小学生５人（朗読）、大口明光学園合唱部も参加します。

プログラム　※変更の場合もあります。
◦ハープ協奏曲第一楽章
◦タンゴ / ルンバ / 夜の唄
◦サウンド・オブ・ミュージックメドレー
◦海のお母さん

おんがくのたねまき
コンサート

♪　
　
内

容　ハープ・声楽 ♪　
　

　　　　　

　
    HARUKA 　  　YUK

I

い ち さ ん
ま る

に
し

出　演　人形劇団 むすび座２本
だて

５才に生まれ変わった 98才のおばあさん。

５才って すごい！５才って かっこいい！

おばあさんとねこの、ゆかい つうかい

楽しいお話を、可愛らしい人形と

すてきな音楽でおおくりします。

日時・会場
２月 14 日（火）　19 時開演　曽木小学校
２月 16 日（木）　19 時開演　大口東小学校
２月 17 日（金）　19 時開演　大口ふれあいセンター
２月 18 日（土）　10 時 30 分開演　南永小学校
※入場は開演の 20 分前から

チケット取扱
• 大口ふれあいセンター
• 伊佐市文化会館
• 伊佐市役所大口庁舎（正面入口　総合案内）
• 伊佐市役所菱刈庁舎（地域総務課窓口）
• 菱刈図書館
• 菱刈環境改善センター
• 西太良校区コミュニティセンター
• 大口東校区コミュニティセンター
• 南永校区コミュニティ事務局（時任）

問い合わせ先　大口子ども劇場事務所　☎㉒２５１２

入 場 料　前売 1,000 円（当日 1,500 円）
※大人・子ども共通料金。３歳以下無料 。
※ 「子ども芸術祭典」はどなたでもご覧いただけます。

伊佐子ども芸術祭典第29回

いさのおんがくたいプレゼンツ
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国民健康保険税の納期数が増えます！国民健康保険税の納期数が増えます！
平成 29 年度から

口座振替をおすすめします

納税者

伊佐市役所 金融機関等

納
税
通
知
書

口
座

振
替

依
頼

書

口座振替依頼書

年金から国保税を差し引かれている人の納付方法

　国民健康保険税（以下、国保税）を「納付書払い」や「口座振替」で納付（普通徴収）
している人の納期数が、平成 29 年度から 10 期になります。
　６月から翌年３月までの 10 回で納付することで、１回あたりの納税額が減って納め
やすくなります。（年間に納める税額が増えるわけではありません。）
　また、これまでは納税額を４月と８月の年２回通知していましたが、平成 29 年度か
らは６月の１回のみとなり、年間の納税額がわかりやすくなります。

　「納付書」によるお支払いは、金融機関等の窓口に出向く回数が増えますので、
効率的かつ安全確実に納付いただくために口座振替の手続きをお願いします。

①通帳、届出印をもって
　金融機関等で申込む

納め忘れが
　ないし。納めに行く

手間が省けて
助かるね！

④通帳の残高確認を
　お願いします

②金融機関等が市役所に
　依頼書を送付

③口座振替の開始
　※各納期限の 15 日前までに届いたものは
　　その納期から開始。

　国保税を年金からの天引き（特別徴収）により納付している人の納付回数は、平成 29 年度
からも今までどおり偶数月の年６回です。
　希望により納付方法を替えることができますが、次の要件を満たし申請する必要があります。
①口座振替による納付を行うこと。（口座振替の手続きが完了している人）
②市税等に滞納がなく、確実な納付が見込まれること。

金融機関等
次の金融機関の本店、支店、出張所
・北さつま農業協同組合　
・鹿児島銀行　・鹿児島信用金庫
・南日本銀行　・九州労働金庫　
・鹿児島興業信用組合　　
・九州内のゆうちょ銀行及び郵便局
　（伊佐市指定の用紙）

問い合わせ先　税務課市民税係　☎㉓１３１１

　納税通知書及び納付書は年１回６月に１年分まとめて通知されますので、大切に保管して各納期に
納めてください。
※現在、口座振替の人は納期数が増えますので、納期限の前には必ず残高確認をお願いします。
※納付書により複数期分をまとめて納付することもできます。

平成 28 年度まで

平成 29 年度から

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
 納期限（28 年度） 5/2 6/30 8/31 10/31 12/26 2/28

納　期 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
 納期限（29 年度） 6/30 7/31 8/31 10/2 10/31 11/30 12/25 1/31 2/28 4/2

納　期 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10 期

安心
便利な



小水流団地の入居者募集について 
 
現在建替えを行っている市営住宅について次のとおり入居者を募集します。 
【申し込み資格】＝次の要件をすべて満たす人 
 ○同居しようとする親族がいること（６０歳以上の方などは単身で入居出来ます） 
 ○所定の方法で算出した世帯の所得月額が１５万８０００円以下であること 
 ○住宅に困っていること（持家がない人） 
 ○市税等を滞納していないこと 
 ○申し込み者・同居しようとする親族が暴力団員ではないこと 
 ○生計が同一でない連帯保証人が２名いること 
【家賃】＝住宅規模および世帯の収入により異なります 
【申し込み方法】＝申込書に必要事項を記入して、２月２４日（金）まで（土・日祝日を除く）に建設課（菱刈庁舎）へ直接持参 
【入居者の決定】＝申込書審査のうえ多数の場合は抽選 
【入居日】＝平成２９年４月１日 
【申込書の配布】＝２月１日より建設課で配布 
※詳細はホームページ掲載の募集要項をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。 
問合せ先：伊佐市役所 建設課 住宅・下水道係  ０９９５―２６―１３７６（内線）２２２９・２２３０ 
 
団地名（所在地） 間取り 募集戸数 家賃（駐車料金含む） 入居人数 
小水流団地 
（伊佐市大口里１６５１番地） 

平屋建て２ＤＫ（６畳和室、６畳洋室、５．

８畳ＤＫ） 
３戸 １７，７００円 

～２６，０００円 
１人～２人 

２階建て３ＤＫ（６畳和室、６畳洋室、６

畳洋室、９．９畳ＤＫ） 
５戸 ２６，２００円 

～３８，６００円 
３人以上（今後子育て

予定の夫婦含む） 
 

 

入居日　４月１日（土）

所在地 伊佐市大口里 1651 番地
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小水流団地の入居者募集
　現在、建て替えを行っている市営住宅について、次のとおり入居者を募集します。
申込資格　次の要件をすべて満たす人
○同居しようとする親族がいること（60 歳以上の人などは単身で入居できます）
○所定の方法で算出した世帯の所得月額が 15 万 8,000 円以下であること
○住宅に困っていること（持家がない人）
○市税等を滞納していないこと
○申込者や同居しようとする親族が暴力団員でないこと
○生計が同一でない連帯保証人が２人いること
家　　賃　住宅規模および世帯の収入により異なります。
申込書の配布　２月１日から建設課で配布します。
※詳細は市ホームページ掲載の募集要項をご覧い
　ただくか、お問い合わせください。
申込方法
　申込書に必要事項を記入し、２月 24 日（金）ま
でに建設課（菱刈庁舎）へ直接持参してください。

（土日、祝日を除く）
入居者の決定
　申込書審査のうえ、多数の場合は抽選します。

完成予想図

間取り 募集戸数 家賃（駐車料金含む） 入居人数
　平屋建て２ＤＫ
　（６畳和室、６畳洋室、５・８畳ＤＫ） ３戸 　17,700 円～

　　26,000 円 　１人～２人

　２階建て３ＤＫ
　（６畳和室、６畳洋室、６畳洋室、
　９・９畳ＤＫ）

５戸 　26,200 円～
　　38,600 円

　３人以上（今後子育て
　予定の夫婦含む）

副市長に
時

と き と う

任良
よ し み ち

倫氏再任
　平成 28 年 12 月２日
に開かれた市議会定例会
において議会の同意を受
け、時任良倫氏（本城麓）
が２月１日付で副市長に
任命されました。
　任期は４年間です。
略　歴
県立大口高等学校卒・旧菱刈町役場企画調整課
長・伊佐地区合併協議会事務局長・税務課長・菱
刈町商工会嘱託職員事務局長・伊佐市副市長（平
成 21 年２月１日～）

申込・問い合わせ先　建設課住宅・下水道係　☎㉖１３７６

２月の
伊佐自然体験活動

　昔の遊び、いくつ知ってる？こまや竹馬、
竹とんぼなどで遊びましょう。
日　　時　２月 19 日（日）10 時～ 12 時
場　　所　大口里保育園プレイルーム
対 象 者　未就学児～中学生とその保護者
準備する物　タオル、飲み物
※事前予約が必要です。２月 13 日（月）
　までに申し込みください。
予約・問い合わせ先
ＮＰＯ法人トータルサポートネットワーク

　☎０８０・２７８２・１１３９
こども課子育て支援係　　　☎㉓１３１１
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行政からのお知らせ

男女共同参画社会
１

『私の生き方、働き方は私が決める！』
　女性は、キャリアと自己実現において厳
しい選択を迫られることが多い「性」を生
きています。働き続けたい！と願う女性た
ちが集い、学び、交流する「場」を用意し
ます。働き方について考えてみませんか。
日　　時　２月 24 日（金）
　　　　　13 時 30 分～ 17 時 30 分
場　　所　かごしま県民交流センター
　　　　　３階大研修室２
対 象 者　就業中の女性
受 講 料　無料
申込期限　２月 21 日（火）

 働く女性のための
エンパワメントセミナー

『30 代・40 代男性が
人生をデザインするために』

　気づけば働き盛りに。「やりがい」とと
もに「責任」も重く…。１日だけ立ち止まっ
て、これからの生きるスタイルを考えませ
んか。
日　　時　２月 25 日（土）
　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
場　　所　かごしま県民交流センター
　　　　　東棟３階中研修室第２
対 象 者　30 代・40 代の男性 30 人
受 講 料　無料（要事前申込）
託　　児　あり（要事前申込）
申込期限　２月 11 日（土）
①及び②の申込・問い合わせ先
県男女共同参画センター

☎０９９・２２１・６６０３

 男の生き方セミナー

問い合わせ先
企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

人権を考える
市民のつどい

平成 28 年度

　あらゆる差別をなくし、明るく住みよい伊佐
市を実現しましょう。
日　　時　2 月 12 日（日）受付 9 時～
　　　　　9 時 30 分～ 11 時 55 分
会　　場　菱刈環境改善センター多目的ホール
内　　容
〇オープニングセレモニー「ワークプラザひま
　わりの家」「大口明光学園合唱部」
〇県小学生人権作文コンテスト優秀作品朗読
〇全国中学生人権作文コンテスト優秀作品朗読
〇講演会　演題　「忘れても心は生きている」
　　　　　講師　藤崎えり子氏（住宅型有料老
　　　　　　　　人ホーム「善の心」施設長）
問い合わせ先
市民課人権啓発・市民相談係　☎㉓１３１１

★男女共同参画
「出前講座」受付中です。

▽コミュニティ児童クラブでの出前講座の様子

　伊佐市観光ボランティアガイド「伊佐の風」
が大口のまちに残る歴史的な場所を案内します。
ガイドの説明を聞きながら歴史散策を楽しんで
みませんか。（雨天中止）
日　　時　２月 26 日（日）９時～ 12 時
　　　　　※終了後、抽選会を行います。
集合場所　忠元公園駐車場
参加人員　先着 50 人
参 加 費　300 円（保険料・資料代）
　　　　　※昼食はつきません。
申込期限　２月 24 日（金）
申込方法　①住所②氏名③電話番号④人数を電
　　　　　話またはＦＡＸでお知らせください。
申込・問い合わせ先
伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第２係　

☎㉙４１１３・ 　㉒９４２０

ボランティアガイドが案内する

行  程

忠
元
神
社

新
納
忠
元
公
廟
所

大
口
城
跡

（
水
ノ
手
口
）

地
頭
御
仮
屋
跡

有
村
郷
士
宅

諏
訪
神
社

忠
元
神
社

２

入場無料

大口まち歩き第２回
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ISA City Topics
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　１月９日、菱刈農業者トレーニングセン
ターで第 38 回菱刈剣道大会が行われました。
県内外から 77 チームが参加し、日頃の稽古
の成果を競いました。結果は次のとおりです。
小学生男子の部（31 チーム）
優　勝　水俣武道館（熊本県水俣市）

第 38 回菱刈剣道大会
準優勝　広瀬道場（霧島市）
第三位　横川剣道スポーツ少年団Ａ（霧島市）
　　　　富隈剣道スポーツ少年団（霧島市）
小学生女子の部（11 チーム）
優　勝　高尾野剣道スポーツ少年団（出水市）
準優勝　山下剣道スポーツ少年団（阿久根市）
第三位　広瀬道場（霧島市）
　　　　勝栗道場Ａ（湧水町）
中学生男子の部（21 チーム）
優　勝　栗野中学校Ａ（湧水町）
準優勝　南九クラブ（南九州市）
第三位　祁答院中学校（薩摩川内市）
　　　　帖佐中学校（姶良市）
中学生女子の部（14 チーム）
優　勝　帖佐中学校（姶良市）
準優勝　高尾野中学校（出水市）
第三位　栗野中学校（湧水町）
　　　　加治木中学校Ａ（姶良市）

　１月３日、伊佐市文化会館で平成 29 年伊佐市成人
式が行われました。華やかな振袖や新調したスーツを
身にまとった新成人が、友人たちと久しぶりの再会を
喜んでいました。
　式では、中高生グループ「チームちむどん」が力強
くしなやかな踊りでオープニングを飾り新成人を祝福
しました。新成人 295 人を代表して山口純貴さんが

「20 歳の抱負」を述べ、実行委
員企画「新成人の主張」では代
表６名が思い思いに決意や未来
への希望などを発表しました。
　市長をはじめ来賓の皆さんか
らの激励を受け、若者たちが新
たな一歩を踏み出しました。

「新たな伊佐の息吹を」
伊佐市成人式
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　12 月 26 日・27 日の二日間、大口元気こ
ころ館と市役所菱刈庁舎で市内の小学３年生
～中学３年生を対象に「冬休み算数・数学＆
英語パワーアップ自習室」が開かれました。
　二日間で 55 人が参加し、冬休みの課題な
どを持ち寄って学習に取り組みました。この
自習室は平成 25 年度から夏休みと冬休みに
開催しており、今回は大口高校の生徒７人が
先生役としてボランティアで参加しました。
高校生は、小中学生からの質問に丁寧に答え
て学習のサポートをしていました。

　12 月 17 日・18 日、伊佐市文化会館で「本
物感動文化フェスティバル」が開催されまし
た。
　二日間で８団体の舞台発表と４団体の展示
等があり、小ホールでは演劇ワークショップ

「劇団いさ」の発表公演が行われました。舞
台発表では書道パフォーマンスやダンス、楽
器演奏が披露され、小学生から高校生までそ
れぞれの個性が輝く二日間となりました。

　食品をろ過したあとの残りかす等のエコフ
ィードを活用して特色ある畜産物を生産する
先進的な優良事例を表彰する「平成 28 年度
エコフィードを活用した畜産物生産の優良事
例表彰式」（公益社団法人中央畜産会主催）で、
㈱ジャパンファーム養豚事業本部が最優秀賞

（農林水産省生産局長賞）を受賞しました。
　同社は、養豚大規模経営でエコフィードを
導入した事例で、地場産業である焼酎製造の
過程で発生する焼酎粕の処理という課題を大
口酒造㈱と協力して解決したという点が高く
評価されました。おめでとうございます。
※エコフィードとは、“環境にやさしい” や
　“節約する” 等を意味するエコと、“飼料” を
　意味するフィードを併せた造語。

大口高校生大活躍！
冬休みパワーアップ自習室

文化フェスティバル

　正月行事の一つで、小正月を前に作られる
「めのもち飾り」。
　内田一さん宅（農林高通）では毎年、家族
総出で一日掛かりでめのもち飾りを作ってい
ます。早朝から約 40kg の餅をつき、今年も
見事なめのもち飾りが完成しました。美味し
そうな餅がたくさん付いた枝が垂れ、根元に
置かれた米俵とともに迫力があります。
　内田さんは「父の代から続けており、子ど
も達にも作り方を伝えている。いろんな人に
見に来てほしい」と話していました。

小正月のめのもち飾り

エコフィード活用畜産物生産の
最優秀賞受賞
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　市内全ての小学生 1,178 人が、飲酒運転
をしないようハガキで呼び掛けました。
　ハガキは家族あてで、飲酒運転をしないよ
うに願うメッセージのほか、仕事で疲れた親
を気遣ったり、日頃の安全運転に対する感謝
の気持ちが書かれていました。ハガキは、全
児童を代表して大口小学校の児童４名により
12 月 21 日に投函されました。
　この取組は今年で３回目で、企画した伊佐
地区安全運転管理協議会青年部から児童たち
へ反射リストバンドが贈られました。

　１月 14 日、堂崎自治会で小正月行事の「モ
グラ打ち」が行われました。
　今年一年の豊作を願って、春の農耕の時期
を前にモグラが地中を荒らさないよう、子ど
もたちが自治会内の家々の地面をたたいて回
ります。
　子どもたちは大きな声でモグラ打ちの歌を
歌いながら、「ホテ」と呼ばれる竹の先にワ
ラを付けた棒で地面をたたいて五穀豊穣を祈
りました。

　１月 17 日、南永小学校で行政相談出前教
室があり、６年生４人が行政相談について学
びました。まず、鹿児島行政評価事務所職員
から「私たちの生活と行政との関わり」につ
いて説明を受けた後、伊佐市担当の行政相談
委員である向江知恵子委員、小椎八重猛委員
から相談事例の紹介がありました。小学生の
気づきにより改善したものや、行政相談によ
り南永校区コミュニティ前に郵便ポストが設
置されるという身近なものもありました。
　児童たちは、地域をみて改善して欲しいこ
とを相談できる行政相談のことを知り、一人
で悩まず誰かに相談することの大切さを学び
ました。

　12 月 21 日、羽月西小学校の児童が宮城
県南三陸町に手づくり干し柿を贈りました。
　今年で５回目となる干し柿プロジェクト。
11 月には JA 女性部や地域住民に教わり、約
2,000 個の柿の皮むきをしました。それから
約１か月間、学校の渡り廊下に吊るされた柿
はとても甘い干し柿になりました。
　児童たちは「干し柿を食べて元気になって
ほしい。早く復興してほしい」と気持ちを込
めてパックに詰め、クリスマス・イブに届く
ように南三陸町の社会福祉協議会に送りまし
た。干し柿は毎年、仮設住宅に暮らしていた
り、デイケアに通う高齢者に届けられていま
す。

南三陸へクリスマスプレゼント

家族の安全運転を願う 五穀豊穣を祈り
力いっぱい地面をたたく

行政相談ってなんだろう
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

認
知
症
で
あ
っ
て
も
自
分
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
の
よ
い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
。

　

昨
年
、
11
月
１
日
か
ら
「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
複
数
の
専
門
職
が
家
族
の
訴
え

等
に
よ
り
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、

早
い
段
階
で
集
中
的
に
自
立
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
こ
な
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
？

　

認
知
症
の
診
断
が
つ
か
な
い
状
態
で

は
適
切
な
介
護
計
画
を
立
て
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
受
診
に
向
け
た
動
機
付
け

を
お
こ
な
い
ま
す
。
あ
る
程
度
診
断
が

つ
い
た
ら
本
人
の
状
態
像
に
合
わ
せ
て

適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
調
整
や
助
言
を
お
こ
な
い
ま

す
。

○
ど
ん
な
人
が
対
象
に
な
る
の
？

　

市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
在
宅

生
活
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
認
知
症
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

交
通
事
故
防
止
と
飲
酒
運
転
の
根
絶

市
内
の
死
亡
・
重
傷
事
故

　

平
成
28
年
中
、伊
佐
警
察
署
管
内（
伊

佐
市
）
で
は
、
71
件
の
人
身
事
故
が
発

生
し
、
そ
の
う
ち
２
件
は
死
亡
事
故
で

し
た
。

　

こ
の
２
件
の
死
亡
事
故
は
、
い
ず
れ

も
年
末
に
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
時
期

に
は
、
重
大
な
け
が
を
負
う
大
き
な
事

故
も
頻
発
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
故
原
因
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
漫
然
運
転（
前
や
周
囲
を
見
て
い
な
い
）

②
薄
暮
時
間
帯
の
無
灯
火

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
方
法
の
不
備

　

運
転
す
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

正
し
く
着
用
し
、
前
や
周
囲
を
し
っ
か

り
見
て
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

年
末
時
期
に
頻
発
し
、
検
問
や
交
通

事
故
等
で
発
覚
し
た
の
が
飲
酒
運
転
で

し
た
。

　

飲
酒
運
転
に
は
、
厳
し
い
刑
事
処
分

や
運
転
免
許
上
の
行
政
処
分
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　

飲
酒
し
て
酔
っ
た
状
態
で
は
、
運
転

に
必
要
な
正
常
な
判
断
や
機
器
の
操
作

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

２
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ

　

ン
ト
忠
元

①
認
知
症
疾
患
の

　

臨
床
診
断
を
受

　

け
て
い
な
い

②
継
続
的
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

　

い
な
い

③
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
い

　

て
い
な
い

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
中
断
し
て
い
る

⑤
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

　

受
け
て
い
る
が
認
知
症
の
行
動
・
心

　

理
症
状
が
顕
著
な
た
め
、
家
族
等
が

　

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

○
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？

　

市
役
所
に
設
置
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

▽
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

が
で
き
な
く
な
り
、
交
通
事
故
を
起
こ

し
ま
す
。
交
通
事
故
を
起
こ
せ
ば
誰
か

を
死
亡
さ
せ
た
り
、
大
け
が
を
負
わ
せ

た
り
し
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
誰
か
に
死

亡
や
大
け
が
と
い

う
結
果
を
も
た
ら

す
と
分
か
っ
て
い

れ
ば
、
飲
酒
運
転

は
絶
対
に
で
き
な

い
は
ず
で
す
。

１　酒を飲んだら運転しません。
２　運転するなら酒は飲みません。
３　酒を飲んだ人には運転させません。
４　酒を飲んだ人には車は貸しません。
５　運転する人に酒はすすめません。
６　酒を飲んだ人の車には同乗しません。
７　使用者は、従業員に飲酒運転を命じ
　　たり、認めたりしません。
８　酒を飲んだら自転車も乗りません。

飲酒運転「８
や っ

せん」運動
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　

タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
化
学
物

質
に
は
、
私
た
ち
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
喫
煙
者
や
受
動
喫
煙
を

受
け
る
人
の
健
康
に
色
々
な
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
健
康
へ
の
影
響
も
大
き
く
、

国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
の
研

究
チ
ー
ム
が
７
万

人
を
超
え
る
乳
幼

児
の
デ
ー
タ
を
集
め
、

生
後
４
か
月
で
の
受
動
喫
煙
の

状
況
と
、
３
歳
時
点
で
１
本
以

上
の
む
し
歯
や
歯
の
欠
損
、
治

療
歴
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
家
族
に
喫
煙
者

が
い
る
子
は
全
体
の
55
・
３
％

を
占
め
、
家
族
に
喫
煙
者
が
い

受
動
喫
煙
で
子
ど
も
の

む
し
歯
が
２
倍
に
!?

中
耳
炎
に
な
る
リ
ス
ク

も
高
く
な
る
!?

な
い
子
に
比
べ
て
む
し
歯
に
な

る
リ
ス
ク
が
１
・
46
倍
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
、

目
の
前
で
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
る

環
境
に
あ
っ
た
子
は
む
し
歯
に

な
る
リ
ス
ク
が
２
・
14
倍
に
も

な
っ
た
の
で
す
。
（
２
０
１
５

年
10
月
の
毎
日
新
聞
、
日
本
経

済
新
聞
等
に
掲
載
）

　

タ
バ
コ
の
副
流
煙
を
吸
う
こ

と
（
受
動
喫
煙
）
に
よ
っ
て
だ

液
の
成
分
が
変
化
し
、
む
し
歯

の
原
因
菌
が
集
ま
っ
て
歯
こ
う

が
溜
ま
り
や
す
く
な
っ
た
り
、

む
し
歯
が
で
き
や
す
く
な
る
可

能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省

の
サ
イ
ト
に
は
、

受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
お
こ
る
子

ど
も
の
病
気
と
し
て
、
呼
吸
器

障
が
い
（
せ
き
、
た
ん
な
ど
）・

肺
の
発
達
の
遅
れ
・
乳
幼
児
突

然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）・
急
性
呼
吸
器
感
染
症
・
耳
疾
患

（
中
耳
炎
な
ど
）・
重
症
度
の
高
い
喘
息
発
作
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
公
衆
衛
生
長
官
報
告
に
よ
る
と
、
受
動
喫
煙
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
子
は
、
そ
う
で
な
い
子
に
比
べ
て
、
中
耳
炎

に
な
る
リ
ス
ク
は
１
・
５
倍
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

換
気
扇
の
下
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ラ
ン
ダ
、
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
で
吸
う
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
る
喫
煙
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
い
ま
す
が
、
受
動
喫

煙
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
換
気
扇
は
１
０
０
％

空
気
を
外
に
出
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
窓
や
ド
ア
の

す
き
間
か
ら
家
の
中
に
煙
は
入
り
込
み
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
は

髪
や
服
に
も
付
き
、
喫
煙
後
の
吐
く
息
に
も
有
害
物
質
は
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
気
洗
浄
機
も
粒
子
物
質
し
か
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
ず
、
タ
バ
コ
の
煙
の
ガ
ス
状
物
質
（
気
体
）
は

残
っ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
一
番
の
方
法
は
、
家
族
で
『
禁

煙
』
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

禁
煙
に
取
り
組
む
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は

健
康
保
険
が
使
え
る
禁
煙
治
療
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
医
師
に

相
談
し
て
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
照
：
厚
生
労
働
省　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
情
報
サ
イ
ト
／

　

分
煙
効
果
判
定
基
準
策
定
検
討
会
報
告
（
２
０
０
２
年
６
月
）

子どもの受動喫煙を考えよう！

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
を

防
ぐ
た
め
に
は
？

よ
し
！

禁煙
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南三陸だより
Vol. 58

　

　

レ シ ピ

ブロッコリーの
漬物

〈作り方〉　
①ブロッコリーの茎は皮をむき、
　塩もみして一昼夜置く。
②醤油・ざら糖は火にかけ、ざら
　糖が溶けたら火を止め、冷めた
　ら酢を加えブロッコリーと和え
　る。

生
Vol.76

「かたい茎をおいしくいただく」

〈材　料〉
ブロッコリーの茎　　１kg
醤油　　　　　　　　２カップ
ざら糖　　　　　　　500g
酢　　　　　　　　　大さじ３

　

東
日
本
大
震
災
の
11
か
月
後

に
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
き
た
「
南
三
陸
さ

ん
さ
ん
商
店
街
」
が
12
月
い
っ

ぱ
い
を
も
っ
て
仮
設
店
舗
で
の

営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。
現
在

は
３
月
３
日（
さ
ん
さ
ん
の
日
）

の
新
店
舗
で
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
各
事
業
者
で
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
は
、

復
興
を
担
う
地
元
の
事
業
者
32

店
が
軒
を
連
ね
、
南
三
陸
町

の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
・
活
力

と
し
て
営
業
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
7
月
23
日
に
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
お
越
し
に
な
っ

た
ほ
か
、
総
理
大
臣
を
は
じ
め

多
く
の
大
臣
、
官
僚
、
芸
能
人

や
、
国
内
外
の
多
く
の
お
客
様

の
来
店
に
よ
り
連
日
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
三
陸
道
志
津
川

イ
ン
タ
ー
の
開
通
も
好
影
響
を

与
え
、
今
後
の
新
店
舗
で
は
更

な
る
に
ぎ
わ
い
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
周
辺
に
は

ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
進
出
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
食
料
品
や
日
用
品
を

近
隣
の
町
ま
で
買
い
に
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
町
民
の
負

担
軽
減
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
に
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
こ
と
、

必
要
な
日
用
品
が
容
易
に
買
え

る
こ
と
。
当
た
り
前
の
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
非
日
常
が
、
少

し
ず
つ
解
消
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。　
　
　
（
柏
木
聡
司
）
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
★ 蔵書点検のため菱刈図書館は
　１日～３日の間、休館です。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　だるまちゃんの
新しい友だち、に
おうちゃんが登場。
相撲、けんけん相
撲、尻相撲など、
ふたりは力比べを
して遊びます。た
くさんの友だちと
遊ぶ「だるまちゃ
ん」シリーズ。

　鏡の中に不気味な
「みどりおとこ」の
影を見つけたミチル。
手元には夏流城での
林間学校への招待状
が残されていた。ミ
チルは５人の少女と、
濃い緑色のツタで覆
われた古城での共同
生活を開始するが…。

だるまちゃんとにおうちゃん　加古里子

（出版：福音館書店）

一  般

（出版：講談社）

七月に流れる花　恩田陸

【　児　童　】
へんてこだより 斉藤洋
かいけつゾロリの王子さまになるほうほう 原ゆたか
まめまきバス 藤本ともひこ
おにはそと！ふくはうち！ いもとようこ

【　一　般　】
走狗 伊東潤
屋根をかける人 門井慶喜
さまよえる古道具屋の物語 柴田よしき
カズサビーチ 山本一力

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　２月７日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ	

○

【２月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

○

○
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伊佐市からのお知らせ

伊
佐
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
及
び

特
産
品
事
業
者
の
募
集

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
及
び
特
産
品
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

伊
佐
の
特
産
品
及
び
農
畜
産
物
、
加
工
品

等
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
出
品

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
取
り
扱
う
商
品
に
つ
い

て
、
安
定
し
た
品
質
と
量
の
確
保
が
で
き
る

等
の
認
定
条
件
を
満
た
す
事
業
者
は
、
ぜ
ひ

事
業
へ
の
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
1
係☎

㉙
４
１
１
３

募
　
　
集

業
務
内
容　

老
人
福
祉
バ
ス
運
転
業
務

委
託
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

募
集
人
員　

１
人

雇
用
形
態　

業
務
委
託
契
約

応
募
資
格

○
大
型
１
種
以
上
の
免
許
取

　

得
者

○
昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
人

○
過
去
３
年
以
内
に
重
大
な
事
故
を
起
こ
し

　

て
お
ら
ず
、
ま
た
免
許
停
止
等
を
受
け
て

　

い
な
い
人

勤
務
先　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

勤
務
時
間

　

バ
ス
利
用
時
間
に
よ
る
。（
稼
働
日
数
：

年
間
１
１
０
日
程
度
）

応
募
方
法　

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
と
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

２
月
16
日
（
木
）

面
接
日
時　

書
類
選
考
後
、
対
象
者
の
み
通

　
　
　
　
　

知
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

伊
佐
市
老
人
福
祉
バ
ス
運
転
手
募
集

伊
佐
市
障
害
者
相
談
支
援
専
門
員
募

集業
務
内
容

〇
障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
対

　

応
及
び
助
言

〇
そ
の
他
、
所
属
長
が
必
要
と
認
め
る
職
務

応
募
資
格

〇
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

　

士
、
看
護
師
ま
た
は
介
護
支
援
専
門
員
の

　

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

〇
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

〇
昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
員　

１
人

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
。

勤
務
日
数　

原
則
月
18
日

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

契
約
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

社
会
保
障　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　
　
　
　
　

保
険
に
加
入

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

２
月
20
日
（
月
）

面
接
日
時

　

書
類
選
考
後
、
対
象
者
の
み
通
知
し
ま
す
。

「
九
州
食
べ
き
り
協
力
店
」
募
集

　

九
州
７
県
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

捨
て
ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減
や
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
利
用
者
へ
の
「
食

べ
き
り
」
の
呼
び
か
け
な
ど
、
食
品
ロ
ス
削

減
等
に
協
力
・
貢
献
し
て
く
だ
さ
る
店
舗
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、

小
売
店
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
「
九
州
食
べ
き

り
協
力
店
」
と
し
て
登
録
し
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

登
録
方
法
や
内
容
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
０
６
０

広告

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１
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国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お

得
！

お
知
ら
せ

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く

と
て
も
便
利
で
す
。

　

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
で
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制

度
や
、
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
、
年

日　
　

時　

２
月
25
日
（
土
）
受
付
17
時
～

　
　
　
　
　

開
会
式
17
時
15
分
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
17
時
30
分
～

場　
　

所　

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト　

〇
混
成
の
部
（
女
性
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
料　

選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
持

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
17
日
（
金
）
期
限
厳
守

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

広告

子
育
て
支
援
講
習
会
参
加
者
募
集

日　
　

時　

２
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

ー
大
会
議
室

内　
　

容　

子
ど
も
の
た
め
の
危
険
予
知
ト

　
　
　
　
　

レ
ー
ニ
ン
グ

受
講
料　

無
料

受
講
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

２
月
21
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
講
演
や
健
康
フ
ォ

ー
ラ
ム
等
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

2
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

会　
　

場　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内　
　

容

⑴
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

テ
ー
マ
「
伊
佐
市
に
お
け
る
い
き
い
き
健

　
　
　
　

康
づ
く
り
」

⑵
特
別
講
演

　

テ
ー
マ
「
焼
酎
～
賢
く
飲
ん
で
よ
り
健
康

　
　
　
　

に
」

　

講　

師　

草
野
健
氏
（
鹿
児
島
産
業
保
健

　
　
　
　
　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
入
場
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

鹿
児
島
農
村
医
学
研
究
会

第
43
回
地
方
集
会

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日　
　

時　

２
月
18
日
（
土
）
11
時
～
16
時

場　
　

所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
８
階
ホ
ー
ル

　

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
―
４
―
２

※
入
場
無
料
、
入
退
場
自
由
。

対　
　

象　

一
般
及
び
高
校
生

参
加
校　

45
校

内　
　

容

○
各
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
別
の
相
談

　

コ
ー
ナ
ー

○
小
冊
子
「
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」
配
布

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

ひなまつり土人形展
期　間　２月１日（水）～３月３日（金）
会　場　大口ふれあいセンター１階
　　　　アトリウム

問い合わせ先	
社会教育課社会教育係　☎㉓１３１１

金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
「
６
か
月
・
１
年
・
２
年
前
納
」
の
申
出

は
２
月
末
日
が
期
限
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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農
業
者
の
皆
さ
ん

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的
に

つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

青
色
申
告
に
は
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
本
部
に
お
い
て
は
、
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保

　

県
内
の
福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
就
職

希
望
者
と
の
「
個
別
面
談
会
」
を
開
催
し
ま

福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会

険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
青
色
申
告
に
取
り
組
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

〇
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

　

個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で

に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申

請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
す
れ
ば
、
平
成
29
年
分
の
所

得
か
ら
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

（
申
告
時
期
は
平
成
30
年
２
月
～
３
月
）

問
い
合
わ
せ
先

九
州
農
政
局
鹿
児
島
県
拠
点
地
方
参
事
官
室

☎
０
９
９
・
２
２
２
・
５
８
４
０

第
３
回
親
睦
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

日　
　

時　

２
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時
30
分（
予
定
）

場　
　

所　

伊
佐
市
総
合
体
育
館

参
加
チ
ー
ム　

先
着
32
チ
ー
ム

※
１
チ
ー
ム
５
人

参
加
条
件

　

伊
佐
市
在
住
の
公
式
ワ
ナ
ゲ
愛
好
家
で
、

開
会
式
か
ら
表
彰
式
ま
で
参
加
す
る
こ
と
。

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
伊
佐
市
公
式
ワ
ナ
ゲ
協
会

☎
０
９
０
・
９
５
７
８
・
４
０
６
２

　

川
内
川
流
域
で
は
、

燃
料
タ
ン
ク
の
破
損

や
不
法
投
棄
な
ど
に

よ
る
油
等
の
流
出
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
等
が
流
出
す
る
と
河
川
か
ら
農
業
用
水

が
取
水
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
魚
な
ど
の
生

物
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
油
等
を
川
や
水

路
な
ど
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
油
等
の
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場

合
や
、
川
に
油
が
浮
い
て
い
る
、
川
か
ら
異

臭
が
す
る
、
魚
が
死
ん
で
い
る
な
ど
、
河
川

油
を
川
や
水
路
に
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
１
月
15
日
号

４
頁
の
「
休
日
に
開
い
て
い
る
薬
局
」

に
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
２
月
５
日
（
日
）
城
田
薬
局
・
菱
刈

　

薬
局　

→　

城
田
薬
局

▽
２
月
26
日
（
日
）
す
み
れ
薬
局

　

→　

す
み
れ
薬
局
・
菱
刈
薬
局

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

　

働
く
際
に
知
っ
て
お
き
た
い
制
度
や
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
・
お
悩
み
な
ど
、
社
会
保
険

労
務
士
の
労
働
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

残
業
代
不
払
い
、
解
雇
な
ど
）

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　
　

時　

３
月
３
日
（
金
）

　

11
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時
30
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
相
談
室

※
電
話
で
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
（
平
日
９
～
12
時
、
13
～
17
時
）

問
い
合
わ
せ
先

県
商
工
労
働
水
産
部
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
１
８
８

広告

の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
次
の
機

関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
管
理
課　

☎
０
９
９
６
・
２
２
・
３
２
７
１

菱
刈
出
張
所　
　
　
　
　
　

☎
㉖
２
４
５
９

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
建
設
総

務
課　

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
３
５
１（
平
日
昼
間
）

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
４
１
０（
夜
間
休
日
）

環
境
政
策
課　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
０
６
０

す
。

日　
　

時　

２
月
11
日
（
土
） 

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　

受
付
12
時
30
分
～
15
時
30
分

場　
　

所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

（
一
般
、
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
生
等
）

参
加
法
人　

福
祉
関
係
50
法
人
（
予
定
）　

※
参
加
法
人
の
情
報
は
、
1
月
中
旬
か
ら
鹿

　

児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー　
　

☎
０
９
９
・
２
５
８
・
７
８
８
８
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（
12
月
12
日
～
12
月
27
日
受
付
分
）

小
田
原　

恒こ
う
す
け介
（
宏
・
高
校
西
）

小
原　

悠ゆ
う
と人
（
直
樹
・
西
本
町
）

木
村　

藍あ
い
と杜
（
竜
浩
・
高
校
裏
）

楠
元　

櫻お
う
し
ん心
（
恵
美
・
白
木
）

高
野　

沙さ
あ
や彩
（
凌
一
・
大
道
）

寳
川　

葆ほ

の

か
乃
華
（
利
満
・
薬
師
）

古
田　

幸ゆ
き
ほ穂
（
勇
樹
・
西
本
町
）

前
田　

愛あ

り

さ
里
沙
（
幸
一
・
千
鳥
）

宮
田　

凛り
ん
と人
（
正
行
・
小
木
原
上
中
）

柚
木
﨑　

小こ
ふ
ゆ冬
（
行
平
・
共
進
）

吉
留　

望み
あ礼
（
充
・
麓
後
）

※
11
月
受
付
分

飯
山　

綺き
さ
き咲
（
剛
・
下
青
木
）

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

上
之
原　

冨
子　
　

87
（
陣
之
尾
）

岡
元　

三
郎　
　
　

91
（
戸
切
）

川
越　

忠
昭　
　
　

86
（
川
島
）

齊
藤　

冨
子　
　
　

97
（
上
青
木
中
）

白
石　

良
美　
　
　

86
（
陣
之
尾
）

冨
田　

金
義　
　
　

83
（
上
青
木
中
）

中
園　

頴
典　
　
　

75
（
西
本
町
）

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
１月活動

○曽木小学校（写真）　〇針持小学校

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

【
今
月
の
表
紙
】　

布
計
の
つ
ら
ら

撮
影
は
１
月
16
日
。
こ
の
日
は
伊
佐
市
大
口

で
マ
イ
ナ
ス
６
・
７
度
を
記
録
し
ま
し
た
。

末
𠮷　

實　
　
　
　

84
（
本
町
）

千
知
岩　

ヒ
デ　
　

100
（
本
町
）

寺
床　

ミ
エ
子　
　

80
（
前
目
麓
）

中
西　

ヒ
デ
子　
　

81
（
共
進
）

森
永　

ス
ガ　
　
　

92
（
産
野
）

本
城
地
区

上
田　

晃　
　
　
　

94
（
本
城
麓
）

下
田　

陸
子　
　
　

85
（
瓜
之
峰
）

吉
永　

美
鳥　
　
　

84
（
楠
原
上
）

市
外
住
民

中
野　

茂
子　
　
　

78
（
鹿
児
島
市
）

中
山　

ユ
キ
エ　
　

99
（
戸
切
）

濱
屋
敷　

テ
ル　
　

95
（
東
元
町
）

前
田　

ト
ミ
子　
　

93
（
中
戸
切
）

𠮷
田　

正
男　
　
　

94
（
朝
日
町
）

山
野
地
区

秋
山　

辰
好　
　
　

89
（
石
井
）

秋
山　

千
代
子　
　

90
（
石
井
）

今
薗　

俊
光　
　
　

84
（
上
松
）

大
久
保　

ミ
ヅ
ヱ　

74
（
小
木
原
上
中
）

白
坂　

利
行　
　
　

95
（
平
出
水
中
央
）

茶
　　

輝　
　
　
　

87
（
小
木
原
上
中
）

帆
北　

多
美
子　
　

96
（
下
之
馬
場
）

山
元　

重
明　
　
　

91
（
下
之
馬
場
）

吉
留　

春
美　
　
　

93
（
敬
寿
園
）

羽
月
地
区

橋
口　

政
則　
　
　

64
（
川
岩
瀬
）

福
山　

重
信　
　
　

84
（
冨
士
）

松
元　

り
き
子　
　

88
（
髙
津
原
）

山
下　

照
美　
　
　

73
（
大
住
）

西
太
良
地
区

内
村　

ク
ミ　
　
　

92
（
後
村
）

荻
原　

浹　
　
　
　

91
（
荻
原
）

上
東　

勉　
　
　
　

83
（
馬
場
）

新
東　

昭
三
郎　
　

88
（
城
下
）

三
輪　

久
子　
　
　

85
（
土
瀬
戸
）

本
釘　

賢
正　
　
　

66
（
馬
場
）

𠮷
原　

ケ
サ
ノ　
　

92
（
高
塚
）

菱
刈
地
区

上
原　

靜
雄　
　
　

81
（
薬
師
）

酒
匂　

景
寛　
　
　

79
（
川
北
麓
上
）

末
吉　

豐
子　
　
　

89
（
啓
明
園
）

圓
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人口のうごき

H29. １. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

盆
地
ゆ
え
に
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
伊
佐
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
伊
佐
ら
し
い
と
感
じ

る
の
は
冬
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
は
天
気
が
良
く
暖
か
い
お
正
月
で
始

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
気
候
が
い
つ
ま
で

も
続
く
は
ず
も
な
く
、
１
月
16
日
に
は
マ

イ
ナ
ス
６
・
７
度
、
25
日
に
は
今
季
最
低
気

温
の
マ
イ
ナ
ス
７
・
７
度
を
記
録
し
ま
し
た
。

（
１
月
25
日
現
在
）

表
紙
の
布
計
の
つ
ら
ら
は
16
日
に
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
道
路
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い

な
い
場
所
で
す
が
、
つ
ら
ら
の
あ
る
岩
場
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
空
気
が
冷
た
く
な
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。
広
報
紙
の
編
集
中
も
表
紙
を

見
る
と
、
つ
ら
ら
の
辺
り
が
ま
る
で
冷
蔵
庫

の
中
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、

ひ
と
り
寒
気
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

寒
い
時
期
に
は
な
に
か
あ
た
た
か
い
写
真

を
表
紙
に
し
よ
う
。
次
の
冬
に
向
け
て
そ
う

決
意
し
ま
し
た
。

総人口　27,078 人　  （－       55）
　男　　12,583 人　  （－       27）
　女　　14,495 人　  （－       28）
世帯数　13,713 世帯  （－       23）

検索

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレ
　ゼントが当たります。当選者
　の発表は商品の発送をもって
　かえさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

久
留
米
で
開
か
れ
た
同
窓
会
の
席
、
福
岡
県
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
長
か
ら
鹿
児
島
出
身
者

に
名
指
し
で「
デ
ミ
ョ
ウ
コ
サ
ン
カ
ラ
モ
ウ
ソ
ウ
」

と
は
何
ぞ
や
と
切
り
出
さ
れ
、
初
耳
だ
っ
た
か
ら

た
じ
ろ
い
だ
。
か
ら
く
り
が
分
か
っ
て
、「
コ
サ

ン
（
布
袋
竹
）
デ
ミ
ョ
ウ
（
寒
山
竹
）
カ
ラ
（
真
竹
）

ハ
ッ
チ
ッ
（
淡
竹
）
モ
ソ
（
孟
宗
竹
）」
と
応
じ
た
。

後
日
、
歌
を
詠
む
曽
木
の
姉
に
聞
く
と
筍
の
お
い

し
さ
順
と
し
て
話
題
に
な
る
と
の
こ
と
、
忘
れ
て

い
た
古
里
言
葉
に
し
ば
し
浸
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
静
岡
県　

Ｈ
Ｎ　

80
代
）

Ｈ
Ｎ
さ
ん
、
私
も
初
耳
で
し
た
。
答
え
を
聞
い

て
も
わ
か
っ
た
の
は
コ
サ
ン
竹
と
孟
宗
竹
だ
け
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
地
元
の
言
葉
に
触
れ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

３
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

伊佐美チョコ （㈲橋脇風月堂提供）

　韓国山頂からの初日の出。
昭和 30 年代から登っていま
すが、今年の初日の出は最高
でした。 （羽月　鳥神山大好
きおじさん　70 代）

　元日夜、針持の小谷自治会
の鬼火焚き。竹の弾ける音が
パーンと山あいに鳴り響く。
悪いもの全部飛んでいけ～

（山野　ジョン　20 代）


